









Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University











































































































? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ー?












分解姑成物これ等供紺 ヒ合物の耶氾及びヨ宅の相瑚 節 . ?で.-1E･の合成は文献記-;Ilの通t)の方法で行ほれたも
並に持数は約1図式及び約1炎に示す適E)である占 :のであるn m は約7肝.'と同一のものであ(),'ⅠVは
上記謂化令桝 -I,H,V.ⅤⅠ及びⅤⅠ事'は絶て川合 ･ 著者が川合町 7'.の方比によって egonolから合成し.
邦一代･から.VHlは野村陣氏から大々訟与されたむ_ 又TXは著者が常法によE;pipcror･alの C^ NNrZ^TtTP
1rJ●





























Ⅴ･ 男 験結 果 .
宍験は粉剤番号 Al～H 並に A2,Ⅰ及び Iの=
系列に分けて行ひ,各粉剤の組成,処短時間と致諮下
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を才け る都の外 さもの兆本骨格が 2-phenylcoumar一












(2) 学者 :本誌 17,143(1952)
(3) 川合其-,中尉隆楓 執心 琴:口化 60.
51L,3(1939);Ber･)72,1146(1939)
.(･4) 川合好一,曽村文子 :-E11ヒ,59膏 9(1938);
Ber.,71,2415(1938)













































































ち:'. これは γ-BHC のもつ知 と性によrると考えら
れているや;,この梓性に活目して,㍗-BHCを貯宅告
出の肌除に利用しようとする試みは早くよりなされて
きた℡)二7)｡なかでも貯穀害虫の大部をしめる甲虫類に
対し那馴こす(.'れた効力をもっことは応用的価値を高
くするもので･矧 こT-:のような用途をめざした製品も
市販されつつあるC,
､著者は貯狐田虫に関する研兜の1現として,貯敷吉
山のうち耶効目こ拭するもの数班をえらぴ,これらの
?∫-叩 Cガ子に対する抵抗比を突放的に比校放対した
ので,その紙質をここに報告する｡なおこの研究は文
部省科学兜研印の】部によって行ったものである｡
*末都大学瓜学郊IL虫学研究笠紫班節218骨
ⅠⅠ∴ 供試材軒及び実験方法
供託昆虫は次の6瞳で,3QoC恒温立で日延の条件
のもとに飼育し判 ヒ後●2-7日日の成虫を突放に用い
た｡I
コクリ'ゥ CataTldrr10ry～-ae
ココクゾウ Catandrasasahil
ナガS/I/クィ.LuLIJ:OJICrtlLadomJ'tLJ'ca
ヒラタコクヌスト･t'tIキ TriboLlu〝lCaSLalteZLm
ハアズキゾウムシ CalLosobruchTjschl〃ertSIs
ヨツそ./マメゾサムS, CatZo∫obrLChuiqltLadrL'-
_ maculatus
7,-riHCは京都大学化学研究所武居研究畠で措刺され
たものを用いた｡供試薬を分舘し辛いただいた上記研
究去l三脚礼を申上げる｡′
殺虫試験は次の方法によvjたこ 珂笹拓さ約 12cm.∫
班琵13cmのガラス群群を用い,容器の底部に0.5グ
1こ3
